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発見！伏見城の石垣
JR 桃山駅前の調査から

（公財）京都市埋蔵文化財研究所　渡邊都季哉

京都と豊臣秀吉は切っても切り離せない関係にあります。妙願寺城、御土居、聚楽第、方広寺、伏見

城、京都新城など、秀吉が残した足跡は多く、今でも街中にその名残を見ることができます。

今回は 2021 年８月から 12 月にかけて行った JR 桃山駅前の発掘調査成果から伏見城をご紹介します。

１．伏見城とは（図８）

伏見城は、成立から廃絶まで大きく４段階に分かれます。

①秀吉隠居屋敷：文禄元年（1592）～３年（1594）。関白職と聚楽第を秀次に譲り、「太閤」として隠居 	

	 屋敷を「指月」に建てる。

②指月伏見城：豊臣秀頼の誕生により、隠居屋敷を城郭に。大名を伏見に集住させる。

③木幡山伏見城（秀吉）：文禄５年（1596）に起きた大地震によって指月伏見城は倒壊。木幡山に再建		

	 を命じる。慶長３年（1598）、木幡山伏見城で秀吉死去。

④木幡山伏見城（家康）：秀頼は大坂城にいるため家康が入城。関ケ原の戦いの前哨戦で西軍（宇喜多

	 秀家・ 小早川秀秋・島津義弘ら 4 万）の攻撃を受けて、家康の部下である城代の鳥居元忠が応戦す

　るも落城・焼亡。再建後は家康・秀忠・家光の将軍宣下の儀式を行うなど、徳川政権の京都における

　政治拠点として機能。二条城の築城・整備と豊臣家の滅亡により意義を失い、元和９年（1623）に廃城。

　なお、現在の伏見桃山城は、木幡山伏見城の天守があった場所とは異なります。

２．JR 桃山駅前の発掘調査（図４・５）

A. 木幡山伏見城期：石垣、門、溝、路面

　図２の絵図からは浅野但馬守（浅野長
ながあきら

晟）の屋敷地に推定されています。浅野家の敷地であったこと

を示すように、調査地からは、浅野家の家紋である「違い鷹羽」の文様をもつ瓦が出土しています。門

の大きさは約 2.4 ｍとやや小さめで、溝を渡り路面に開くと考えられます。石垣の石材は京都南部で採

取されるチャートです。

※浅野長晟（1586 ～ 1632）：安土桃山時代～江戸時代初期の大名。父は五奉行の一人で秀吉の義兄の浅

　野長政。兄の幸
よしなが

長没後に家督を相続、紀州藩・広島藩を治めた。

B. 指月伏見城期：石垣基礎、階段

　石垣基礎の基本情報：根石を据える為の溝の規模は、検出長 18m、幅 1.5 ～ 2m、検出面からの深さ

0.7m、方位は約 18 度反時計回りの東西方向、石は南を向く。

構造：①溝を掘る②根石を据える③介石で角度調整④裏込めを充填⑤根石の面と溝の間を土で埋める

根石の石材：砂岩と石英斑岩→京都近郊で採取されたもの

根石の大きさ：長径約 0.6 ～ 0.8m　※西側のほうが大きい

根石の加工：矢穴は確認されず。手斧のような道具によるハツリ痕をわずかに確認するが基本的に自然

　　　　　　石を並べる。石垣本体は野面積みであった可能性が高い。

　石垣基礎は、浅野屋敷の石垣に壊されていることから、大名屋敷ができる以前のものと考えることが

できます。また、石垣基礎を埋めた瓦の製作技法は、安土桃山時代の中でも比較的古い技法が使われて

います。『当代記』文禄４年条には「聚楽城並びに諸侍の家門、伏見へ引き移」されたことが記されており、

聚楽第で使用された瓦を伏見城で再利用したと考えられます。

C.石垣の編年からみた石垣基礎の位置づけ

３．石垣基礎の破却

　『言
ときつねきょうき

経卿記』には、文禄 5年の大地震によって天守が倒壊し、『義
ぎえんじゅごう

演准后日記』には指月伏見城の門や

御殿が倒壊したことが書かれています。また、『孝
た か す け す く ね ひ な み き

亮宿禰日次記』には、指月伏見城の二之丸にいた女房（侍

女）が、300 人余り死亡していると記載されており、また、イエズス会が記した『1596 年度年報補遺』には、

伏見では 2000 人が行方不明になったと記されています。

秀吉は指月伏見城築城時に京都所司代前田玄以に「ふしみふしんなまづ大事にて候」という書状を送

っており、地震に対して慎重になっていることが分かります。これだけ念を入れた普請にもかかわらず、

地震で大破してしまいます。

指月伏見城から木幡山へ移転する際に、調査地を大名屋敷地として利用するため、石垣基礎は大部分

が抜き取られます。そして、抜き取った溝には礫や瓦を混ぜた土を入れて固く叩き締め、埋め戻してい

ます。大名屋敷地として利用することが前提になっていることが分かります。

　また、石垣基礎を埋めた土からは金箔を貼った瓦が出土しています。金箔瓦は織田信長・豊臣秀吉が

城郭や屋敷で使用した瓦であり、京都では聚楽第でも使用されています。ほかにも、丸瓦の製作技法か

ら、聚楽第で使用されていた瓦を持ち込んで使用していたと考えられます。

４．発掘調査事例からみる指月伏見城（図３・６・７）

A．指月伏見城の推定範囲

①東側　現地形が舟入の形。

②南側　宇治川による区画。

③西側　調査 20 から北西の角部が検出。指月伏見城期の可能性が指摘される。
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④北側　調査６：調査区中央に築地状の高まりを検出→南側にシルト質の落ち込みを断ち割り調査で確

　　　　認。埋土には多量の金箔瓦。

→指月伏見城北堀の根拠に。調査 20 では北と西を向く石垣が検出され、指月城の範囲が確定される

　←調査 18：湿地状堆積は確認されず。

B. 指月伏見城内部

①調査 26・29 より、木幡山伏見城期の整地層の下から石垣を検出→指月伏見城期と理解

②調査 40 の表面波探査（図７）より、落ち込みを確認→内堀か？

　調査事例から、指月伏見城は長方形の連郭式で南北方向の内堀に区画される３つの郭があったと理解。

聚楽第や同時期に対岸に築いた向島城など、シンプルな長方形であり、政治を行う場所であって防御性

は後回し（中井 2010 など）

Ⅽ . 指月伏見城期の周辺の環境

立売通（指月伏見城北堀？）の方位を踏襲した遺構（調査６）

調査 25：安土桃山時代で２時期の遺構面→指月伏見城期の大名屋敷普請の痕跡？

指月伏見城期と推定される遺構が検出され始めており、今までの発掘調査にも見直しが必要

D. 立売通との関係

立売通り沿いの発掘調査では堀の痕跡と想定されている湿潤な堆積がある場所とない場所が存在して

おり、直線的な堀ではない可能性が指摘されています。また、石垣基礎から、立売通りまでの標高差は

約２ｍあり、緩やかに南へ下がる空堀として機能している可能性が考えられます。

E. 指月伏見城の推定範囲の拡張

どこまで広がるか→立売通と方位が似る大手筋まで？

絵図類によると、大手筋付近の大名屋敷には豊臣秀次の宿老達が固めて配置されています。また、秀

次自身も大手筋北側の肥前中納言（前田利長）屋敷の位置にかつて屋敷を構えていました。秀次は秀吉

の命令で指月伏見城の築城に携わっています。秀次に仕えた宿老達は、秀次切腹後は、秀吉に仕えるこ

とになりました。

おわりに

・石垣の上には何があったのか

　指月伏見城の建物には、以下の建物があったとされています。

城塞施設：天守（大殿守・殿守・殿主）、大手の二階門、御城之御門（御門・御城御門）、一の門・二の	

　　　　　門、北の御門、舟入やぐら、御矢蔵

居住空間：御広間（大広間・千畳座敷）、御小広間、御小座敷、御風呂屋、水屋、御風呂殿、御面浄、

　　　　　御台所、長屋、御台所御門、新敷御蔵

庭園施設：山里御茶、四帖半、二帖半すきや、滝之座敷、二重古塔

　木幡山伏見城を再建する時にすべて取り払われてしまっているので、建物の復元は難しいです。指月

伏見城の痕跡が集まり始めたのはここ数年ですので、今後の課題になります。

・伏見城と豊臣政権
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